
秋
の
叙
勲

秋
の
叙
勲

　
令
和
６
年
「
秋
の
叙
勲・褒
章
」
が
発
表
さ
れ
、
本
市
で
は
、
旭
日
中
綬
章
に
１
人
、
瑞
宝
小
綬
章
に
１
人
、

瑞
宝
双
光
章
に
２
人
、
瑞
宝
単
光
章
に
１
人
が
選
ば
れ
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
、
瑞
宝
双
光
章
に
２
人

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
永
年
に
わ
た
っ
て
各
分
野
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
み
な
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（70歳・幸町２丁目）

（74歳・下中山）

（73歳・幸町２丁目）

�瑞宝小綬章

�瑞宝双光章

�瑞宝双光章

�瑞宝双光章

�瑞宝双光章 �瑞宝単光章

木
き し ろ

城  孝
た か お

夫さん

宮
み や か わ

川  昌
ま さ き

己さん

吉
よ し お か

岡  茂
し げ か ず

和さん

　昭和 57 年、県
立総和高等学校に
赴任。結城第一高等学校長などを経
て、平成 27 年に県立八千代高等学
校長として退職されるまでの 33 年
間、本県の教育振興に寄与されまし
た。「教員の仕事は人として成長して
いく生徒に寄り添える、大変やりが
いのあるものです。これまで出会っ
た生徒たちの人生に、少しでも関わ
れたことに、喜びを感じています」。

　昭和 56 年、郷
土愛の精神で下館
市消防団に入団。平成６年下館市消防
団分団長、平成 18 年筑西市消防団副
団長、平成 29年から退団されるまで、
筑西市消防団長として消防団を統率さ
れ、40年の永きに亘り活躍されました。
「この度、名誉ある章を受章できたの
は、仲間の支えがあったからこそと感
謝しています。今後も地域防災に貢献
していきたいです」。

　昭和 46 年、結
城警察署に配属。
主に鑑識捜査に携わり、退職される
までの 42 年間、事件解決に貢献さ
れました。「在職中地域の人から信頼
されているのを肌で感じ、信頼に応
えたく責任をもって仕事に取り組ん
できました。この度の受章は支えて
くれた上司、同僚、家族のおかげです。
後輩たちには真摯に仕事に向き合っ
ていってほしいと思います」。

元公立高等学校長

元筑西市消防団
団長

元茨城県警部

（70歳・市野辺）
椿
つ ば き も と

本　武
たけし

さん

　昭和 52 年、岩
井市立長須中学校
に赴任。県西教育事務所学校教育課
長などを経て、桜川市立岩瀬小学校
長として退職されるまで、地域の教
育発展に貢献されました。「県自然博
物館など学校を離れて勤務する機会
も多く、慣れないところを先輩や同
僚に助けてもらいました。先輩や同
僚のお力添えがあっての受章です。
みなさんに大変感謝しています」。

元公立小学校長

（73歳・木戸）
小
こ ば や し

林　稔
みのる

さん

　昭和 46 年、古
河警察署に配属。
主に交通部門で活躍し、警部として
退職されるまでの 41 年間、交通事
故の捜査、抑止などに尽力されまし
た。「栄えある章を賜り、大変うれし
く思います。良き上司、先輩方のご
指導、そして昼夜問わず支えてくれ
た妻がいてくれたからと感謝してい
ます。今後はこれまでの経験を活か
し、地域に貢献していきたいです」。

元茨城県警部

（76歳・国府田）
柴
し ば

　保
たもつ

さん

　昭和 49 年、犠
牲奉公の精神で下
館市消防団に入団。平成７年下館市
消防団分団長、平成 20 年筑西市消防
団本部員（副団長格）を歴任。平成
25 年からは筑西市消防団副団長とし
て 43 年の永きに亘り、消防防災活動
で活躍されました。「家族や仲間の支
えがあってこその受章です。支えても
らった恩を返せるよう、今後も消防団
の活動をサポートしていきたいです」。

元筑西市消防団
副団長

（79歳・松原）

�旭日中綬章

加
か く ら い

倉井  豊
と よ く に

邦さん

　２期明野町長を
務めた後、北つく
ば農業協同組合代表理事をはじめ、県農
業協同組合五連会長、全国厚生農業協同
組合会長と、農業団体の要職を歴任。地
域の食と健康を支えるため、農業振興に
尽力されました。「受章式当日は勲章を
賜りまして、受章者代表として天皇陛下
にお礼言上申し述べさせていただきまし
た。支えてくださったみなさんと一緒に
いただいた章と感謝しています」。

元全国厚生農業協同組合
連合会経営管理委員会会長
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県
功
績
者
表
彰

県
功
績
者
表
彰

　
茨
城
県
表
彰
で
功
績
者
表
彰
に
選
ば
れ
た
み

な
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（26歳・竹垣出身）

第 19回アジア競技大会
柔道混合団体戦優勝

大
お お よ し

吉　賢
け ん

さん

　５歳で明野晴明
館柔道スポーツ少
年団に入団。以来数々の大会で結果を
残され、昨年には第 19 回アジア競技
大会柔道混合団体戦で優勝されまし
た。「この度表彰されたことを嬉しく
思います。少年時代から持ち続けてい
る柔道を好きな気持ちで歩んできまし
た。応援していただいたみなさんに感
謝いたします。ロサンゼルスオリン
ピック 2028 を目指して精進します」。

たいへんよくがんばりました

（83歳・寺上野）

�県功績者表彰
元（一社）茨城県精神
保健福祉会連合会会長

古
こ い け

池  源
げ ん ぞ う

造さん

　平成 22 年から
10 年間（一社）
県精神保健福祉会連合会の会長を務
めたほか、113 年続いた保護者制度
の廃止や、障害者総合支援法の施行、
高校で精神疾患について学ぶ単元の
導入に携わるなど、精神保健福祉の
向上に貢献されました。「精神障害は
誰もがなりうる病気です。偏見のな
い共生社会実現のため、今後も尽力
していきたいです」。

あなたは、地域医療の充実に向けて、
地域における啓発活動に尽力されました。よってその功績を称え、

ここに深く感謝の意を表します

感 謝 状
神山　和子　様

令和６年 10月 17日

CHIKUSEI CITY

　
共
通
女
子
１
５
０
０
ｍ

　
　
瀧
田  

優
月
（
下
館
南
中
２
年
）

✿
第
49
回
関
東
中
学
校
柔
道
大
会
男
子

　
個
人
戦
90
㎏
級　
ベ
ス
ト
16

　
　
杉
山  

大
惺
（
下
館
南
中
３
年
）

✿
第
59
回
関
東
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
大
会　
男
子
の
部

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部　
代
表

　
　
寺
田  

楓
吾
（
関
城
中
３
年
）

　
　
菊
地  

恵
真
（
関
城
中
３
年
）

✿
第
55
回
関
東
中
学
校
体
操
競
技
大
会

　
個
人
総
合
の
部

　
　
鈴
木  

穂
香
（
明
野
五
葉
学
園
８
年
）

　
　
　
　
　
　
　
※
順
不
同　
敬
称
略

✿
第
51
回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技

　
選
手
権
大
会

　
男
子
共
通
３
０
０
０
ｍ

　
　
佐
藤  

凌
誠
（
下
館
南
中
３
年
）

✿
第
55
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ

　
ス
大
会

　
男
子
団
体
の
部　
５
位

　
　
菊
池  

健
（
土
浦
Ｓ
Ｔ
Ｃ
）

✿
第
36
回
関
東
中
学
校
水
泳
競
技
大
会　

　
女
子
50
ｍ
自
由
形

　

女
子
１
０
０
ｍ
自
由
形

　
　
清
野  

紗
矢
佳
（
下
館
中
３
年
）

✿
第
54
回
関
東
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ

　
ス
大
会

　

男
子
団
体
の
部　

ベ
ス
ト
16　
　

　
筑
西
Ｓ
Ｔ
Ｃ　
代
表　

　
　
市
村  

章
馬
（
筑
西
Ｓ
Ｔ
Ｃ
）

　
　
川
田  

旺
正
（
筑
西
Ｓ
Ｔ
Ｃ
）

　
男
子
個
人
の
部

　
　
森  

亮
太
郎
（
筑
西
Ｓ
Ｔ
Ｃ
）

　
男
子
団
体
の
部

   

男
子
個
人
の
部　

　
　
小
久
保　
樹
（
下
館
中
３
年
）

　
　
司
代  

翔
麒
（
下
館
中
３
年
）

　✿
第
52
回
関
東
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

　
１
年
男
子
１
０
０
ｍ　
８
位　

　
　
髙
﨑  

奏
佑
（
下
館
西
中
１
年
）

　
共
通
女
子
四
種
競
技

　
　
飯
ヶ
谷　
環
（
下
館
南
中
３
年
）

　
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
し
、
県
や
関
東
、
全
国
大
会
に
出
場
し
た
中
学
校

の
生
徒
を
紹
介
し
ま
す
。　

筑
西
市
か
ら
あ
り
が
と
う

〜
感
謝
状
贈
呈
〜

✿ 

神か
み
や
ま山　

和ま
さ
こ子 

様

地
域
医
療
の
充
実
に
向
け

て
、
地
域
に
お
け
る
啓
発
活

動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

�県知事奨励賞表彰
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